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【公表日】平成21年8月27日(2009.8.27)
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【国際特許分類】
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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成23年1月5日(2011.1.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
作物穀粒の製粉性を高めるために作物穀粒を製粉前に処理する方法であって、作物穀粒の
製粉性を高める１または複数の植物ホルモンに作物穀粒を暴露するステップを含む方法。
【請求項２】
作物穀粒が少なくとも胚乳とふすま層とを含む請求項１に記載の方法。
【請求項３】
作物穀粒が穀物である請求項２に記載の方法。
【請求項４】
穀物がコムギである請求項３に記載の方法。
【請求項５】
作物穀粒を１～２４時間処理する請求項１に記載の方法。
【請求項６】
作物穀粒を８～１８時間処理する請求項５に記載の方法。
【請求項７】
作物穀粒を１４～１６時間処理する請求項６に記載の方法。
【請求項８】
作物穀粒が１４～１７％の含水率を有する請求項１に記載の方法。
【請求項９】
１または複数の植物ホルモンが、オーキシン、ジベレリンおよびアブシジン酸からなる群
から選択される請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
植物ホルモンがアブシジン酸のみである請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
植物ホルモンを、０．５～５０ｍｇ／ｋｇ作物穀粒の最終濃度になるように添加する請求
項１に記載の方法。
【請求項１２】
植物ホルモンの最終濃度が１～２０ｍｇ／ｋｇ作物穀粒である請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
植物ホルモンの最終濃度が２ｍｇ／ｋｇ作物穀粒である請求項１２に記載の方法。
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【請求項１４】
作物穀粒を酵素に暴露するステップをさらに含む請求項１～１３のいずれか１項に記載の
方法。
【請求項１５】
酵素が植物細胞壁分解酵素である請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
植物細胞壁分解酵素が、キシラナーゼ、セルラーゼおよびリパーゼからなる群から選択さ
れる請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
植物細胞壁分解酵素がセルラーゼである請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
酵素の最終濃度が５０～１０００ｍｇ／ｋｇ作物穀粒である請求項１４に記載の方法。
【請求項１９】
酵素の最終濃度が１００～５００ｍｇ／ｋｇ作物穀粒である請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
酵素の最終濃度が２５０ｍｇ／ｋｇ作物穀粒である請求項１９に記載の方法。
【請求項２１】
コムギ穀粒の製粉性を高めるためにコムギ穀粒を製粉前に処理する方法であって、コムギ
穀粒を、２ｍｇ／ｋｇ作物穀粒の最終濃度のアブシジン酸と２５０ｍｇ／ｋｇ作物穀粒の
最終濃度のセルラーゼに、１４～１６時間暴露して、コムギ穀粒の製粉性を高めるステッ
プを含む方法。
【請求項２２】
請求項１～２２のいずれか１項に従って作物穀粒を製粉前に処理するステップを含む、粉
の製造方法。
【請求項２３】
請求項２２の方法に従って製造された粉。
【請求項２４】
請求項２３の粉を用いて製造された食品。
【請求項２５】
製粉性を高めるために作物穀粒を製粉前に処理するために使用される組成物であって、１
種以上の植物ホルモンと、適当な担体または希釈剤とを含む組成物。
【請求項２６】
１または複数の植物ホルモンが、オーキシン、ジベレリンおよびアブシジン酸からなる群
から選択される請求項２５に記載の組成物。
【請求項２７】
植物ホルモンがアブシジン酸のみである請求項２６に記載の組成物。
【請求項２８】
植物ホルモンを、０．５～５０ｍｇ／ｋｇ作物穀粒の最終濃度になるように添加する請求
項２６または２７に記載の組成物。
【請求項２９】
最終濃度が１～２０ｍｇ／ｋｇ作物穀粒である請求項２８に記載の組成物。
【請求項３０】
最終濃度が２ｍｇ／ｋｇ作物穀粒である請求項２９に記載の組成物。
【請求項３１】
さらに酵素を含む請求項２５～２９のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項３２】
酵素が植物細胞壁分解酵素である請求項３１に記載の組成物。
【請求項３３】
植物細胞壁分解酵素が、キシラナーゼ、リパーゼおよびセルラーゼからなる群から選択さ
れる請求項３２に記載の組成物。
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【請求項３４】
植物細胞壁分解酵素がセルラーゼである請求項３３に記載の組成物。
【請求項３５】
酵素の最終濃度が５０～１０００ｍｇ／ｋｇ作物穀粒である請求項３１に記載の組成物。
【請求項３６】
酵素の最終濃度が１００～５００ｍｇ／ｋｇ作物穀粒である請求項３５に記載の組成物。
【請求項３７】
酵素の最終濃度が２５０ｍｇ／ｋｇ作物穀粒である請求項３６に記載の組成物。
【請求項３８】
溶液である請求項２６～３７のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項３９】
製粉性を高めるためにコムギ穀粒を製粉前に処理するための組成物であって、２ｍｇ／ｋ
ｇ作物穀粒の最終濃度のアブシジン酸と、２５０ｍｇ／ｋｇ作物穀粒の最終濃度のセルラ
ーゼと、適当な担体または希釈剤とを含む溶液である組成物。
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